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小山真人先生をおくる

小山真人先生が2024年3月末日をもって静岡大学を定年退職されることとなりました．小山先生は静岡県
浜松市のご出身で，静岡大学理学部地球科学科を卒業後，同大学大学院理学研究科修士課程（地球科学専攻）
を修了，そして東京大学大学院理学系研究科博士課程（地質学専攻）にて理学博士の学位を取得されました．
静岡大学には1988年に理学部助手として赴任され，1991年からは教育学部に講師として移られました．2001
年には教育学部教授に昇任され，以後，附属浜松小学校校長，防災総合センター副センター長，地域創造学
環副学環長，静岡大学未来社会デザイン機構の副機構長等の要職を歴任されました．学会や学外の活動にお
いても，日本火山学会理事，日本地震学会代議員，富士山ハザードマップ検討委員会委員，伊豆半島ジオパー
ク推進協議会の顧問および学術部会長，火山噴火予知連絡会委員等々，数多くの貢献をなされ，日本火山学
会賞，日本災害情報学会廣井賞（学術的功績分野），文部科学大臣表彰（科学技術賞／理解増進部門）や防災
功労者内閣総理大臣表彰など多くの表彰を受けられています．

小山先生は火山学や防災を中心に数多くの業績をあげられていますが，学生時代から培われたフィールド
ワークをベースに，国際深海掘削計画ODPへの乗船経験，火山噴火と防災の第一線に身をおきながらの社会
還元や市民普及活動，そして高校時代から温めてこられた歴史学への思いが，化学反応を起こしながらつな
がっていかれた道のりを感じます．富士山ハザードマップ，伊豆半島のユネスコ世界ジオパーク認定，ブラ
タモリへの出演等による市民への普及への流れは，防災面だけでなく自然がもたらす恵みと抱き合わせて，
地球に向き合う次世代の自然観に大きな影響を与えたと強く思います．その過程は，同じ地球科学に携わり，
23年間を同僚としてお供させていただいたものとして圧巻の一言につきます．

小山先生は，80名の卒論，10名の修論，そして2名の博士論文の指導をなされていますが，論文タイトル
や公表された業績をみるにつけ，学生たちが小山先生とともに新しいことに挑戦していった歴史を感じます．
自ら装置の開発や工夫を行う大切さ，タイミングを逃さない災害現場での調査のあり方（リアルタイムに地
球現象を記録していく使命），市民と向き合う自然科学のあり方やその厳しさ，そしてなにより分野を超越し
たジオサイエンスの広がりと楽しさ等々，そこから多くのことを私たちは学んできたように思います．

ご退職を受けて後を継ぐ際になって，あらためて小山先生の存在の大きさを実感する次第ですが，小山先
生の遺されたスピリットをさらに次世代に繋げられるよう研究や教育に向き合っていきます．大学から解き
放たれた小山先生の今後の活躍に胸躍らせながら，私たちも自分の道を究めつつエールを送らせていただき
ます．

2024年3月

� 教育学部理科教育系列
� 系列代表　延原尊美
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小山真人先生の略歴

本　籍　　　静岡県
生年月日　　昭和34年2月20日

学　歴
昭和56年３月　静岡大学理学部地球科学科卒業
昭和58年３月　静岡大学大学院理学研究科修士課程（地球科学専攻）修了
昭和61年３月　東京大学大学院理学系研究科博士課程（地質学専攻）修了
昭和63年４月　東京大学地震研究所研究生

職　歴
昭和61年４月　日本学術振興会特別研究員（所属：東京工業大学理学部）

63年５月　静岡大学理学部助手
平成３年４月　静岡大学教育学部講師

４年４月　静岡大学教育学部助教授
８年４月　スイス国ヌーシャテル大学客員研究員（併任）（平成９年３月まで）
13年４月　静岡大学教育学部教授
27年４月　静岡大学学術院教育学領域教授
20年４月　静岡大学防災総合センター（併任）（令和６年３月まで）
28年４月　静岡大学地域創造学環（併任）（令和６年３月まで）

令和２年４月　静岡大学未来社会デザイン機構（併任）（令和６年３月まで）
６年３月　定年退職

学　位
理学博士（東京大学）　昭和61年3月29日
論文名　Tectonic�history�of�the�Izu�Peninsula�and�adjacent�areas�based�on�paleomagnetism�and�stratigraphy

表　彰
平成19年　日本災害情報学会　第１回廣井賞（学術貢献分野）
平成20年　日本地図学会　学会賞論文賞
平成28年　富士箱根伊豆国立公園指定80周年記念事業実行委員会　富士箱根伊豆国立公園指定80周年記念功

労者表彰
平成30年　伊豆半島ジオパーク推進協議会　伊豆半島ジオパーク推進協議会功労者表彰
令和５年　文部科学省　科学技術分野の文部科学大臣表彰（科学技術賞／理解増進部門）
令和５年　NPO法人日本火山学会　日本火山学会賞
令和５年　内閣官房　防災功労者内閣総理大臣表彰
令和５年　日本リスク学会2023年度グッドプラクティス賞（富士山火山広域避難計画検討委員会として団体

受賞）
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学内における活動
平成13年４月　教育学部総合科学教室　代表（平成14年３月まで）

14年４月　教育学部学生・就職委員会　学生副委員長（平成15年３月まで）
15年４月　教育学部学生・就職委員会　学生委員長（平成16年３月まで）
16年４月　教育学部防災管理委員会　委員長（平成24年３月まで）
18年４月　教育学部総合科学教室　代表（平成19年３月まで）
18年４月　教育学部理科教育講座　代表（平成19年３月まで）
22年４月　教育学部学生・就職委員会　学生副委員長（平成23年３月まで）
22年４月　静岡大学防災総合センター副センター長（令和６年３月まで）
23年４月　教育学部学生・就職委員会　学生委員長（平成24年３月まで）
24年４月　静岡大学教育学部附属浜松小学校長（平成27年３月まで）
28年４月　教育学部総合科学教室　代表（平成29年３月まで）
28年４月　教育学部理科教育講座　代表（平成29年３月まで）
30年４月　地域創造学環教務委員会　委員長（平成31年３月まで）
31年４月　静岡大学地域創造学環　副学環長（令和２年３月まで）
31年４月　地域創造学環内部質保証委員会　委員長（令和２年３月まで）

令和２年４月　静岡大学未来社会デザイン機構　副機構長（令和６年３月まで）
５年４月　地域創造教育センター紀要委員会　委員長（令和６年３月まで）

所属学会
日本火山学会，日本地震学会，静岡県地学会，American�Geophysical�Union，東京地学協会，歴史地震研究
会，日本災害情報学会，日本地球惑星科学連合，International�Association�of�Volcanology�and�Chemistry�of�
the�Earth’s�Interior
日本地質学会（平成13年３月まで），日本地球電気磁気学会（平成13年３月まで），日本歴史学会（平成25
年３月まで），地域安全学会（平成24年３月まで），自然災害学会（平成26年３月まで），日本第四紀学会（平
成26年３月まで），日本国際地図学会（平成26年３月まで），日本安全教育学会（平成29年３月まで）

学会・社会における活動
昭和63年６月　静岡県地学会　運営委員（平成７年６月まで）
平成２年　　　地震予知総合研究振興会「地震テクトニクスのモデル化及びM７級内陸地震の予知手法に関

する研究」　委員（平成４年３月まで）
６年４月　日本火山学会　評議員（平成10年３月まで）
６年４月　日本火山学会　庶務委員（平成８年３月まで）
６年４月　日本火山学会・日本地震学会主催「地震火山こどもサマースクール」　実行委員（平成11年

度・平成16年度・平成25年度実行委員長）（平成27年３月まで）
６年７月　動力炉・核燃料開発事業団火山検討部会　委員（平成11年３月まで）
11年５月　核燃料サイクル開発機構火山検討部会　委員（平成12年３月まで）
11年10月　伊東市史編さん委員会　専門委員（平成12年３月まで）
12年３月　静岡県渓流環境整備計画　検討委員（平成12年８月まで）
12年４月　浜松市産業廃棄物処理施設設置等調整委員会　委員（平成15年３月まで）
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平成12年４月　静岡県新千年紀記念行事実施原案検討会　委員（平成12年12月まで）
12年４月　伊東市史編さん委員会　編集委員（令和３年３月まで）
12年４月　日本火山学会評議員（平成13年３月まで）
12年４月　日本火山学会　事業委員（平成14年３月まで）
12年７月　日本学術会議地震学研究連絡委員会地震予知小委員会　委員（平成15年７月まで）
12年８月　火山噴火予知連絡会　臨時委員（平成15年３月まで）
12年10月　日本地震学会　代議員（平成14年５月まで）
12年10月　歴史地震研究会　広報幹事（平成18年９月まで）
13年６月　日本地震学会将来検討委員会「地震学の知見を社会に活かすワーキンググループ」　委員（平

成14年５月まで）
13年７月　文部科学省科学技術政策研究所　科学技術動向研究センター専門調査員（平成16年３月まで）
13年７月　内閣府・国土交通省・総務省消防庁「富士山ハザードマップ検討委員会」　委員（平成17年３

月まで）
13年11月　日本災害情報学会広報委員会ホームページ小委員会　委員（平成17年４月）
14年４月　国立歴史民俗博物館展示プロジェクト　委員（平成15年９月まで）
14年６月　日本地震学会将来検討委員（平成16年５月まで）
14年７月　国土地理院火山土地条件図「富士山」作成検討委員（平成15年３月まで）
14年10月　箱根火山防災マップ作成検討委員会　委員（平成16年３月まで）
14年11月　文部科学省デジタルコンテンツ「火山噴火シミュレータ」　監修者（平成15年３月まで）
15年２月　国土交通省「観光交流の推進による大都市圏周辺地域の活性化策検討委員会」　委員（平成15

年５月まで）
15年４月　日本火山学会事業委員（平成18年３月まで）
15年５月　日本地震学会普及行事委員（平成27年３月まで）
15年11月　国土交通省国土地理院「リアルタイム災害情報システムの開発」プロジェクト分科会Ⅲ「地

殻変動監視分科会」　委員（平成18年３月まで）
15年11月　消防科学総合センター「防災・危機管理e－カレッジ」　開発協力者（平成18年３月まで）
16年１月　国土交通省「火山地域における観光地安全対策計画検討委員会」　委員（平成16年３月まで）
16年２月　内閣府「災害教訓の継承に関する専門調査会小委員会」　委員（平成18年３月まで）
16年４月　日本火山学会2004年秋季大会　実行副委員長（平成17年３月まで）
16年６月　日本地震学会　代議員（平成19年５月まで）
16年７月　日本火山学会　理事・事業委員長（平成18年６月まで）
16年10月　内閣府「富士山火山広域防災検討会　富士山火山共生ワーキンググループ」　委員（平成17年

９月まで）
17年３月　富士山火山砂防計画検討委員会　委員
17年４月　山梨県環境科学研究所　特別客員研究員（平成18年３月まで）
17年５月　日本災害情報学会学会誌編集委員会　委員（平成25年10月まで）
18年６月　静岡県教育委員会「富士山火山防災に係る指導教材検討委員会」　委員（平成20年３月まで）
18年10月　歴史地震研究会広報委員会　委員（平成24年９月まで）
18年11月　国土交通省　環富士山火山防災シンポジウム実行委員会　委員（平成19年11月まで）
20年３月　神奈川県温泉地学研究所の機能等に関する意見聴取会　委員（平成20年３月まで）
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20年７月　日本放送協会静岡放送局視聴者懇談会　委員（平成24年３月まで）
21年１月　伊豆東部火山群の火山防災対策検討会　委員（副会長）（平成24年３月まで）
21年４月　日本災害情報学会2009年大会　実行委員長（平成22年３月まで）
21年８月　火山噴火予知連絡会コア解析グループ　協力者（平成23年３月まで）
21年10月　中部圏開発整備地方協議会　委員
21年12月　ジオパーク静岡県庁内検討会議　アドバイザー（平成23年３月まで）
22年２月　伊東市ジオパーク構想推進検討会議　アドバイザー（平成23年３月まで）
22年10月　気象庁「東海地震に関する情報の理解促進のための検討会」　委員（平成23年３月まで）
23年４月　静岡県「伊豆半島の風力発電に関する有識者会議」　委員（平成23年10月まで）
23年４月　伊豆半島ジオパーク推進協議会　顧問（令和４年３月まで）
23年12月　火山噴火予知連絡会伊豆部会　委員（令和２年３月まで）
24年３月　伊豆東部火山群防災協議会　委員
24年５月　静岡県防災・原子力学術会議　地震・火山対策分科会　委員
24年６月　富士山火山防災対策協議会　委員
25年４月　静岡新聞社「みんなのふじさんカルタ」　選定委員（平成25年７月まで）
26年２月　静岡県史編さん　特別調査委員
27年４月　日本建築学会　火山噴火対策テック・フォース委員（平成28年３月まで）
28年４月　日本建築学会　火山災害対策特別調査委員会委員（平成30年３月まで）
28年７月　伊豆半島ジオパーク推進協議会　学術部会長（平成30年３月まで）
28年11月　伊豆東部火山群火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会委員（副会長）（平成31年３月まで）
30年１月　箱根山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会　委員（令和４年３月まで）
30年７月　富士山火山防災対策協議会作業部会　委員
30年７月　富士山ハザードマップ（改定版）検討委員会　委員（副委員長）（令和３年３月まで）

令和２年２月　富士宮市史編さん委員会　委員
３年３月　史跡蜆塚遺跡保存活用計画検討会　委員（令和４年３月まで）
３年５月　名勝伊豆西南海岸保存活用計画策定委員会　委員（副委員長）（令和４年３月まで）
３年７月　日本火山学会　大会委員（2022年秋季大会実行委員長）（令和５年６月まで）
３年９月　富士山火山広域避難計画検討委員会　委員（副委員長）（令和５年３月まで）
４年１月　災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）に関する外部評価委員会　委

員（令和４年９月まで）
４年４月　一般社団法人　美しい伊豆創造センター　理事（ジオパーク委員会顧問）
４年10月　史跡蜆塚遺跡整備検討会　委員
５年４月　火山噴火予知連絡会　委員（専門委員：東京地区）
５年４月　箱根山ハザードマップ検討部会　委員（令和６年３月まで）
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